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１．研究の内容・背景・目的 
 
この研究テーマについては、地域研究交流センター地域研究事業の募集規定である＜

Ｄ）その他地域貢献に資すると認められる研究＞に該当する。 
地域語とは標準語（又は全国共通語）に対し、当該地域（本研究では山梨）で使用さ

れる独特の言葉（いわゆる方言＜俚言・訛語＞）といった意味で使われるのが一般的で
ある。 

今日の日本人の言語生活にけるコード（行動規範）選択では、事業所の業務等の公式
な場面での話し言葉と書き言葉は標準語（または共通語）を、家族や友人間での個人的
な場面での話し言葉は地域語（以下方言とも）を使用するといった二重言語生活が行わ
れている。特に、後者の場合は親近感や帰属意識と結びついて、地域的な共通性を持つ
知り合いや仲間などといった親しい間柄でのコミュニケーション手段として便利に利用
されていると言える。 

近年、大都会に隣接する山梨県のようないわゆる首都圏では日常会話における地域語
（方言）の使用が若者を中心に少なくなってきているが、その一方で、地域にとっての
方言の持つ特性や“ご当地らしさ”を種々の方面で有効に活用しようとする、いわば逆の
動きが出てきていることには注目してよい。 

その新しい動きの最大の特色は、書き言葉での発信にも方言を使用する「方言の文字
化」があげられる。また、それによって、仲間内だけではなく、経済活動等の多様な目
的のために同郷以外の県外の出身者（観光客など）に対する伝達にも方言を使用するこ
と、いわゆる「方言の拡散化」に繋がると考える。 

コミュニケーションにおける地域語は標準語や共通語に比べ、親近感やご当地らしさ
等の発信力があり、それをポスターや看板・土産品等の物品のネーミングやメッセージ
として文字化して活用する。これらによって、観光や商業を始めとする経済活動の意欲
喚起や、その他掲示板などの社会生活においても注意喚起等に繋がる効果が期待され、
今や全国的な動きとなっているところである。それはまさに「方言パワー」と言えるも
ので、ここ数年の間に山梨の各方面でも、こうした機運の高まりが感じられるようにな
った。 

2014 年 04 月～09 月に放送された NHK 連続テレビ小説『花子とアン』の経済効果は
約 165 億円とされたが、同推進委員会では甲州弁に関するアンケートを実施して、視聴
者の雰囲気作りに努めたり、市内では甲州弁関連商品の販売も行われたりしたことから、
潜在的効果として、ドラマで使用された地域語（この場合は山梨方言）の働きも少なか
らぬものがあったと考えて良いだろう。 

そこでこの機に、山梨県内の地域語への愛着度がどの程度浸透しつつあるか、具体的
な事例を精査し、更にその結果を受けて、今後の更なる発展に繋がるような課題を指摘
し、地域語活用の実際的な提言に繋げたいと考える。 
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２．研究の方法と手順 
 
【到達目標】 

第一の目標は、山梨県における地域語の商業的利用や，その他拡張して社会的に活
用された事例は実際にはどのくらいあるのか、まず実態調査を実施する。予想される
対象としては、地域語が使用された物品・事業所・イベント等の名称やメッセージ類、
および看板や掲示板の注意書き等、また、観光ポスター・広告・メディア関係・ウェ
ブサイト（ブログ等）などである。これらを可能な限りの事例を収集し、山梨県のこ
の方面での実態を調査する。 

合わせて、地域語を使用する側からの聞き取りなどを通して、地域語の使用効果や
実感などもキャッチ（捕捉）する。 

第二の目標は、調査事例を諸種の角度から分類整理し、地域外の事例をも参考にし
ながら、今後の山梨県のこの方面での更なる発展に繋がるよう、課題や提言に結び付
けたい。 

【当該年度のスケジュール】 
６月までに、調査体制（具体的スケジュール・分担・調査地点など）の具体策を講

じる。７月から随時調査を進める予定。12 月までには調査を終え、１月には結果をま
とめる。その後さらに、言語的な分析を行う。 

【倫理上の配慮】 
事例の公表に際しては著作権が関わるので、事前に許可を得る予定。特に、画像を

使用する場合には、報告書への掲載許可を取るようにする。 
【研究の地域貢献との関連性】 

本研究は、山梨県の各種事業所や経済界を中心として、地域全体の発信力の高揚に
貢献できるものと考える。研究成果は冊子にして主な事業所やメディア関係等、然る
べきルートを通じて配布し広報する予定。 

 
年度の当初は上記のような計画を立てていたが、今回の調査は販売品を中心とした物

品に重点を置いた。山梨県内の販売品だけでも膨大な数にのぼると想定され、当該の年
度内における蒐集の限界があると判断した。今後は販売品以外の蒐集にも手を尽くせる
ようにしたい。 
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３．方言調査の結果

　2015 年度の本研究では通算 06 回にわたる方言調査を実施した。以下に、その結果
を集約しておく。各回ごとに調査概要を述べる。その結果については【調査一覧表】を
第３章の末に掲げる。同一覧表の作成段階では具体的な物品等の画像も集約したが、す
べてを掲載できる紙幅がないため、掲載許可を得た画像の一部を示すことにする。

【山梨方言プロジェクトの実地調査】2015 年度／第 01 回

日程：2015 年 07 月 21 日／火曜日
時間：15.00-18.00
場所：甲府駅および甲府中心部
参加者：
［教員］二戸 麻砂彦（国際政策学部教授／本プロジェクト代表研究者）

秋山 洋一 （本学名誉教授／本プロジェクト共同研究者）
［学生］荻原 沙稀（国際コミュニケーション学科）

倉澤 英里（国際コミュニケーション学科）
櫻井  愛（国際コミュニケーション学科）
佐藤 弘樹（国際コミュニケーション学科）
堀口 愛加（国際コミュニケーション学科）

初回は甲府駅および甲府中心部を調査した。調査前の 19 日に、甲府市内のタクシー
車内で配布している非売品の番号 001～003〈おしぼり〉を手に入れることができた。
これらは甲府市商工会議所・富士吉田商工会議所・やまなし観光推進機構が企画立案し、
2014 年 07 月から夏季限定で配布したものである。好評であったらしく、2015 年の夏
にも配布したものを入手した。方言内容としては「こぴっと見てこうし」「よく来たじゃ
んね～」「どっからきとうでえ」の三種類。NHK ドラマ『花子とアン』の放送を意識し
たもの。甲府駅に降り立ち、移動するタクシー車内で出会う山梨方言として印象づける
ことができる手段で、特に初訪問の観光客にとっては有効な企画と言える。山梨方言を
活用したタクシー利用者とのコミュニケーション素材と認められよう。

21 日には、甲府駅の土産店・デパートの地下食品売り場等において、方言を活用した
物品を探しが出すことができた。番号 004～009〈甲州弁スタンプ〉六種類は方言を素
材として活用したもので、上記〈おしぼり〉と同じく、ドラマ『花子とアン』の放送で
話題となった「こぴっとしろし」を含むが、他五種類の「いいさよお」「がんばってくり
ょ」「ちょびちょびしちょし」「てっ」「ほうずら」は日常的に頻用度の高い方言と考えら
れる。まさに同ドラマ放送中の商品であり、方言を素材として意識的に活用した事例と
言える。

番号 010～011〈生うどん〉も「てっ ほうとうじゃん 食ってみろし」「ほうとうずら
こぴっと!! 作ってくりょ！」という方言素材を活かした商品であり、ドラマ放送中の
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2014 年 07 月に販売開始したもの。また、同じ製造元から〈おざら〉という商品がある
旨の情報を得ている。山梨県の方言として認知しない地域もあるらしく、今回は表に入
れてはいない。 

それに対して、番号 015〈田舎煮込みほう
とう〉は 1994 年 04 月に発売開始した商品
で、すでに 20 年を越えて販売している。掲
げた画像が示すように「信玄さんも食ったっ
ちゅう“甲州のおほうとう”かぼちゃとみそで、
うまいもんだよ。食ってみろし─」という方
言素材が確認できる。早くから、方言を活用
した事例があったと知れる。 

入手したのが遅れたが、番号 240〈一泊ほ
うとう〉はドラマ『花子とアン』の放送中に
販売を開始した商品である。方言素材として
は「買って喰うじゃんけ」を朱のスタンプ形
にして使っている。山梨県において、日常的
にも食する「餺飥（ほうとう）」が高い認知度
を誇り、その地域性を鮮明にする方策として、
多様な方言を素材に使うことが行われている。
これは極めて典型的な事例認められよう。関
連する〈ほうとう〉であるため、ここに先ん
じて記述しておく。 

 
［注］ 

ほうとう【餺飥】〔「はくたく」の転〕 
小麦粉を水で練って紐状または団子状に
切ったもの。味噌仕立ての汁物として煮
込み、カボチャなどの野菜を具に加えた
ものが、山梨県の郷土料理として有名。
ほうちょう。はっとう。 

〔大辞林第三版〕 
 
また、番号 016〈なんずらまんじゅう〉は

包装紙に五十音順で方言が列挙されている特
徴を持っている。「あばちゃば（あ行）」に始
まり、「わにわにする（わ行）」まで、その方
言素材は 34 例を数える。その中には、先の〈甲州弁スタンプ〉にも採用された「てっ！
（た行）」や「ほうずら？（は行）」も含まれる。ただし、ドラマで頻用された「こぴっ
と」はない。販売元の話によると、この〈なんずらまんじゅう〉は確かに NHK ドラマ
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『花子とアン』放送中に注目されたが、すでに 45 年前「そうずら饅頭」として販売し
ていたものを元にしたことがわかった。およそ半世紀前に選択された方言素材の一端を
見て取れる。このような形式に類似した特徴を持つものとして、番号 20・21・28 は相
撲番付を利用した商品である。これらについては後に述べる。 
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【山梨方言プロジェクトの実地調査】2015 年度／第 02 回 

日程：2015 年 09 月 15 日／火曜日 
時間：09.00-17.00 
場所：河口湖駅および富士吉田（富士山駅）方面 
旅程： 

09.30 甲府駅南口バスターミナル発 
↓（富士急バス） 

10.48 河口湖駅着 
＊01 付近の土産品店等を調査する 
＊02 昼食 

13.15 河口湖駅発 
↓（富士急行線） 

13.21 富士山駅着 
＊03 富士急デパートを探索する 

15.06 富士山駅発 
↓（富士急行線） 

15.12 河口湖駅着 
15.30 河口湖駅発 

↓（富士急バス） 
17.00 甲府駅南口バスターミナル着 

参加者： 
［教員］二戸 麻砂彦（国際政策学部教授／本プロジェクト代表研究者） 

秋山 洋一 （本学名誉教授／本プロジェクト共同研究者） 
［学生］佐藤 弘樹 

堀口 愛加 

第 02 回は河口湖および富士吉田方面を調査した。東京都や神奈川県と隣接する地域で
あり、甲府を中心とした地域とは異なる方言的な特徴も想定できる。富士山が世界遺産に
登録されて以降、外国人観光客が急増している。地元のホテルである湖南荘関係者から紹
介を受けた大規模な土産店二箇所を中心に調査をした。富士山関連の商品等は相当な数と
種類を見出すが、山梨方言を活用した新たな物品等は見出せなかった。おそらくは、世界
遺産を意識した商品の企画や販売に力を入れているためであろうと考える。 
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【山梨方言プロジェクトの実地調査】2015 年度／第 03 回 
 
日程：2015 年 10 月 21 日／水曜日 
時間：12.30-17.30 
場所：勝沼および石和方面 
旅程： 

12.20 大学出発 
12.45 JR 甲府駅発 

↓（JR 中央線） 
13.09 JR 勝沼ぶどう郷駅着 

＊01 町営「ぶどうの丘」の土産品店等を調査する。 
15.46 JR 勝沼ぶどう郷駅発 

↓（JR 中央線） 
16.10  JR 石和温泉駅着 

＊02 石和温泉駅の土産品店等を探索する。 
17.17 JR 石和温泉駅発 

↓（JR 中央線） 
17.24 JR 甲府着 
17.30 甲府駅コンコースにて終了解散。 

参加者： 
［教員］二戸 麻砂彦（国際政策学部教授／本プロジェクト代表研究者） 

秋山 洋 一（本学名誉教授／本プロジェクト共同研究者） 
［学生］荻原 沙稀（国際コミュニケーション学科） 

倉澤 英里（国際コミュニケーション学科） 
櫻井  愛（国際コミュニケーション学科） 
佐藤 弘樹（国際コミュニケーション学科） 
堀口 愛加（国際コミュニケーション学科） 

 
第 03 回は勝沼および石和方面を調査した。勝沼ぶどう郷駅で降り、町営「ぶどうの丘」

に向かった。勝沼は葡萄の一大産地、ワインの醸造で有名な地域であり、山梨県内のみな
らず、東京圏を含む観光客も多い。まずは「ぶどうの丘」にある販売所を中心に調査をし
た。その中でも、ワインの数と種類には圧倒される。日本でも相当に認知定着された酒で
はあるが、やはり欧州から移植されたものというイメージがあり、商品名やメッセージに
方言を活用する事例はなかった。その他、勝沼を中心とした地域に関連する商品等は相当
な数と種類を見出すが、山梨方言を活用した物品等は置いていない。 

次に、勝沼ぶどう郷駅から石和温泉駅に移動し、駅前の土産店二箇所を調査した。いず
れも古くから営業する店舗であり、山梨の代表的な物品を扱っている。予想どおり両店で
はいくつかの山梨方言を掲載した特徴のある物品があった。番号 019～031 が該当する。
番号 023～025 のように、企画と製造元を明らかにできないことは残念であるが、多くの
方言素材を使っている点、インターネット上の SNS（social networking servis）等でも話
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題になっている。 
番号 019〈山梨方言豆知識〉は方言素材 49 例を包装紙に印刷した事例。「つくねる（重

ねる）」「ごいす（ございます）」「だっちもねえ（くだらない）」「わにわにしちょ（ふざけ
るな）」「おさっさ（おっちょこちょい）」など、意味も加えながら豊富に掲載している。耳
目を引くため、中央やや左には大きく赤字で「ジャッシー（体操着）」とあるが、これは外
来語「ジャージー（英語：jersey）」の音変化した形であろう。 

番号 020・021〈手拭い〉および番号 022〈団扇〉は相撲番付を利用した商品である。
東西それぞれに横綱から前頭まで、山梨言葉-甲州弁として方言を配置した構成となってお
り、〈手拭い〉〈団扇〉ともに同じ内容を使用した商品である。向かって右側の東には横綱
「いっさら─全く」から前頭「やせったい─落ち着かない」まで、左側の西には横綱「し
ゅわい─しぶとい」から前頭「てっ─おどろいた様子」まで、それぞれ十個の方言素材を
置いている。その番付順位について、何らかの根拠があるとは考えにくいが、特徴ある山
梨方言を活用している。さらに、各方言素材の後にはダッシュを引いて、その意味を加え
ている。山梨方言を知らない観光客を意識したものであろうか。 

同じような事例は番号 028・029 にも見出せる。〈団扇-THE 甲州弁基本編〉と〈団扇-THE 
甲州弁応用編〉が表裏となった団扇で、各面を二分して東西を配置している。基本編の右
側である東は横綱「こぴっとしろし」に始まり前頭「やあ」に至る 22 例の方言素材を、
同左側の西は横綱「おまんこっちんこぅ」に始まり前頭「あげっぽい」に至る 22 例の方
言素材を掲載する。番外として、東には「おまんとぅも こうしゅうべん つかってみろし
ぃ～」を、西には「はずかしがっちゃあいんで はんでめためたつかうさよぉ」を加え、甲
州弁の使用を推奨する表現まで確認できる。毎年夏期に市販する商品とのこと。基本編が
単語あるいは短文を使用しているのに比べて、応用編は同じ構成ながら長めの文を掲載す
る。応用編右側の東は横綱「しゃら暑くて へぇ だめどぉ～」に始まり前頭「えれえ さむ
しいとこで えれえ さぶいじゃんね」に至る。同左側の西は横綱「いっさら涼しく ならん

じゃんけ」に始まり前頭「生
きるかうっちんじもうか ど
っちにしりゃあいいで」に至
る。番外は東「こえにだすだ
よ～ えんりょなん いらんち
ゅうこん」で、西「なぁにい
ってるで！ ぱっぱ 言ってく
りょ～」である。これも甲州
弁を声に出すよう促す表現と
言える。 

番付のような構成ではない
が、甲州弁辞典と称する商品
もある。番号 030・031 の〈団
扇-甲州弁辞典 其の壱〉であ
る。表裏ともに山梨方言を掲
載しているが、裏面には辞典
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を装った形式で単語（見出し語）・意味（見出し語の意味）・例（当該単語を使用した短文）・
訳（当該短文の意味）という配置で方言素材を使っている。一例を掲げると、単語「かじ
る」に対して、意味「かく」・例「背中がかゆい
からかじって！」・訳「背中がかゆいからかい
て！」を順に示す。後続の商品は見つけていな
いが、方言素材を利用した興味深い事例。 

その他、番号 026・027〈旨いもつ煮〉は方
言メッセージを掲載した商品である。レトルト
食品の表紙に「旨いでごいす!!」「食うしかねえ
～じゃんけ!!」という山梨方言を吹き出しのデ
ザインで使っている。それにしても、感嘆符！
は方言名称・方言素材・方言メッセージいずれ
においても頻用される傾向が見て取れる。場合
によっては、二つ重ねて使用することもある。
ただし、過度に使って効果を半減させている事
例もある。〈団扇-甲州弁辞典 其の壱〉が典型的
な例である。表裏あわせて、方言素材 35 例の
中、同 22 例に感嘆符を付している。 
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【山梨方言プロジェクトの実地調査】2015 年度／第 04 回 
 
日程：2015 年 11 月 01 日／日曜日 
時間：10.20-16.50 
場所：清里方面 
旅程： 

10.20 JR 甲府駅コンコースに集合 
10.25 JR 甲府駅発 

↓（JR 中央線） 
11.40 JR 清里駅着 

＊昼食（１時間） 
＊A 班 清泉寮と周辺の土産品店等を調査する。 
＊B 班 萌木の村と周辺の土産品店等を調査する。 

15.48 JR 清里駅発 
↓（JR 中央線） 

16.47 JR 甲府着 
16.50 甲府駅コンコースにて終了解散 

参加者： 
［教員］二戸 麻砂彦（国際政策学部教授／本プロジェクト代表研究者） 
［学生 A 班］ 

上野 瑞妃 （国際コミュニケーション学科） 
熊谷 彩花 （国際コミュニケーション学科） 
高野 夢乃 （国際コミュニケーション学科） 
髙橋 涼太 （国際コミュニケーション学科） 
武川 ひとみ（国際コミュニケーション学科） 

［学生 B 班］ 
玉村 汐里 （国際コミュニケーション学科） 
正木 香帆 （国際コミュニケーション学科） 
山野本 珠菜（国際コミュニケーション学科） 
渡辺 桃圭 （国際コミュニケーション学科） 
金子 千明 （国際コミュニケーション学科） 

 
第 04 回は清里方面を調査した。小淵沢駅から小海線経由で清里駅を目指す。日帰りと

いう時間的な制約もあり、清泉寮 A 班と萌木の村 B 班に分かれた。清泉寮の土産販売所は
高原の爽やかなイメージを売りにした商品の展開をしているためか、方言を活用したもの
は皆無であった。その周辺についても同様であった。萌木の村も同様の傾向にあるかと予
想したが、以外にも雑貨店やオルゴール博物館の売店には方言を活用した商品が存在した。
番号 032～167 が該当する。商品としては〈山梨弁塩アラカルト〉〈甲州弁カレンダー〉〈甲
州弁いろはかるた〉三種類に過ぎない。ただし、そこに掲載された方言素材は 135 例を数
える。 



－ 11 －

 12/90 

まず、番号 032～036〈山梨弁塩アラカルト〉は五種類の異なる塩をセットにした商品
で、その容器の外装に方言素材が使われる。天ぷら塩「しちょし（‘するな）」トマト塩「ち
ょびちょび（調子に乗る）」紅塩「てっ（えっ・まぁっ）」おむすび塩「こぴっとしろし（し
っかりしなよ）」カレー塩「だっちもねえ（くだらない）」の五種類。塩と当該方言に相関
があるわけではない。NHK ドラマ『花子とアン』放送中に販売を開始した。今回の調査
で最期の在庫を購入したようであり、現在あまり見かけなくなっている。 

番号 038～069〈甲州弁カレンダー〉はカード式の日めくりタイプである。方言素材を
太い墨筆で示し、片
側には意味と簡単な
解説が加えられてい
る。表裏あわせ全部
で16枚あり計31日
分になる。後続の商
品は 2015 年末に発
売。後述するが、番
号 208～239 が該当
する。例として、番
号 029 に該当する
一日目の画像を掲げ
ておく。 

 
日めくり【１日】 
〔方言〕わにわにしちょ（太い墨筆で書いてある） 
〔意味〕ふざけないで 
〔開設〕子どもが悪ふざけをしていると「わにわにしてちょし、ケガをするよ。」という

感じで使います。 
 
番号 070～167〈甲州弁いろはかるた〉は読み札・取り札いずれにも方言素材が使われ

ている。各 48 枚で構成され、読み上げの CD も付属した商品。2004 年から販売している。
いろは順の最初「いぐっちぐな シャッポに眼鏡の おわけーし」のように五七五形式を踏
襲する。 

なお、番号 037〈鳥もつチップス〉は清里駅近くの土産店で入手した。方言メッセージ
「うまうまっちぃ ほうずら」が使われている。同商品は山梨県内の各所で販売されている。
B 級グルメで全国的な認知度を誇る「鳥もつ」関連商品は多い。 
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【山梨方言プロジェクトの実地調査】2015 年度／第 05 回 
 
日程：2015 年 11 月 29 日／日曜日 
時間：10.50-16.50 
場所：身延方面 
旅程： 

10.30 JR 甲府駅コンコースに集合 
10.43 JR 甲府駅発 

↓（JR 身延線） 
＊昼食（１時間／車内にて） 

11.36 JR 身延駅着 
11.53 身延駅発 

↓（路線バス） 
12.05 身延山着 

＊久遠寺と周辺の土産品店等を調査する。 
14.40 身延山発 

↓（路線バス） 
14.52 身延駅着 

＊身延駅と周辺の土産品店等を調査する。 
15.44 JR 身延駅発 

↓（JR 身延線） 
17.15 JR 甲府着 
17.30 甲府駅コンコースにて終了解散 

参加者： 
［教員］二戸 麻砂彦（国際政策学部教授／本プロジェクト代表研究者） 

秋山 洋一 （本学名誉教授／本プロジェクト共同研究者） 
 

第 05 回は身延方面を調査した。身延線の身延駅で降り、路線バスで久遠寺に向かった。
山門下には土産店が軒を並べており、相当数を数える。後で判明したことであるが、山門
近辺の土産店は参詣者を対象とした商品展開を主とするため、地元身延の特産品などは豊
富でないと言う。高大連携事業で身延高校を訪問した際、関係者から聞いた話である。よ
って、久遠寺付近の土産店においては調査に実りがなかったのも当然である。身延駅から
の帰途、下部温泉駅で下車し、駅周辺を調査した。やはり、方言を活用した商品は見つか
らず。川沿いに歩き、甲斐黄金村湯之奥金山博物館（下部温泉）を訪問した。そこで見出
したのが番号 170～175〈甲州弁コースター〉である。 

〈甲州弁コースター〉は山梨県立峡南高校情報ビジネス科の生徒による企画制作で、ド
ラマ『花子とアン』放送中の 2014 年 05 月頃に販売開始された。すでに在庫は尽きかけ
ており、幸いにも入手できた。方言素材として単語を掲げ、それを使った意味と例文を添
える構成となっている。全六例を掲げると、以下のようになる。 
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ずら 
〈意味〉～だよね？ 
【例文】今日学校休みずら？ 

（今日学校休みだよね？） 
えらい 
〈意味〉疲れた 
【例文】あー、えらい！ 

（あー、疲れた） 
じゃん 
〈意味〉～しようよ。しましょう。 
【例文】みんなで遊びに行くじゃん！ 

（みんなで遊びにゆこうよ！） 
いいさよぉ 
〈意味〉いいよ！ 
【例文】それでいいさよぉ 

（それでいいよ） 
ちょびちょび 
〈意味〉調子にのっている様子 
【例文】ちょびちょびしちょし 

（調子にのるなよ） 
てっ 
〈意味〉びっくりした時に出る言葉 
【例文】てっ！優勝しただけ！ 

（すごい！優賞したの！） 
 
調査の翌日 30 日、やまなし観光推進機構で企画された〈観光用手提げ袋〉を入手した。

番号 176 が該当する。2011 年に配布しており、ドラマ『花子とアン』放送以前のもの。
袋の側面に「やまなしの方言いろいろ」と名付け、五十音順で方言素材を 54 例掲げ、さ
らに意味も添える。さ行を代表として示す。山梨方言を素材とする物品は常に企画されて
おり、かなり以前から配布や販売をしていたことがわかる。 

 
さ行 〈方言〉 〈意味〉 

ささらほうさら めちゃくちゃ 
じきに 直ぐに 
しわい 生意気・憎たらしい 
すで 全く 
せえたら お節介 
そぼい みすぼらしい 
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【山梨方言プロジェクトの実地調査】2015 年度／第 06 回 
 
日程：2015 年 12 月 19 日／土曜日 
時間：09.30-17.00 
場所：忍野村方面 
旅程： 

09.30 甲府駅南口バスターミナル発 
↓（富士急バス） 

11.00 富士山駅着 
11.30 富士山駅発 

↓（富士急行線） 
11.45 忍野八海着 
14.48 忍野八海発 

↓（富士急行線） 
15.04 富士山駅着 
15.30 富士山駅発 

↓（富士急バス） 
17.00 甲府駅南口バスターミナル着 

参加者： 
［教員］秋山 洋一（本学名誉教授／本プロジェクト共同研究者） 
 

第 06 回は忍野村方面を調査した。残念ながら、山梨方言を活用した新たな物品は見つ
けられなかった。その数日後、河口湖の大石観光協会より、シール・トランプ・パンフレ
ット・ポスターが送られてきた。 

番号 177・178〈かわぐっぴょんシール〉および番
号 179〈甲州弁シール〉は方言素材として活用したも
の。なお、番号 177〈かわぐっぴょんシール（大）〉
については販売実績がない。番号 178〈かわぐっぴょ
んシール（小）〉は 2011 年 03 月に販売されており、
「ぼんつく」「うでっきり」「さくい」「じくなし」「し
ゃらっ」「もじっかー」「I'M ZUNASHI」を方言素材に
使っている。これを元にして、番号 179〈甲州弁シー
ル〉は 2014 年 06 月に販売。NHK ドラマ『花子とア
ン』放送中である。ほとんど同じシールであるが、「I'M 
ZUNASHI」を「けったりぃ。」に入れ替えてある。 

番号 180・181〈トランプ〉は試作品であったため、
普通は入手困難となっている。現在でも現物はなく、
そのコピーを入手した。やはり、方言を素材として活
用した物品。 

番号 182・183〈河口湖観光パンフレット〉は〈か



－ 15 －

 16/90 

わぐっぴょんシール〉の方言と解説を掲載する。河口湖地域活性プロジェクトが企画した
もの。方言素材と方言メッセージ両方を活用している。 

番号 184・185〈ポスター〉は同プロジェクトが企画したもので、方言メッセージとな
っている。ただし、〈パンフレット〉〈ポスター〉ともに使用期間は半年未満と短い。 
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【山梨方言プロジェクトの実地調査】2015 年度その他（2016 年 01 月～02 月） 
 

上述してきたように、本プロジェクト 2015 年度の方言調査は合計 06 回に及んだ。そ
の後、2016 年 01 月～02 月にかけて、販売元への電話等で確認したものがある。これに
よって、番号 186～200〈イベントパンフレット〉〈観光パンフレット〉、番号 201～203
〈ワイン〉、番号 204～207〈第２弾甲州弁コースター〉、番号 208～239〈第２弾甲州弁
カレンダー〉、そして番号 240〈一泊ほうとう〉を入手した。 

まず〈イベントパンフレット〉〈観光パンフレット〉の場合、素材やメッセージではなく、
方言名称として活用することがある。これには番号 186～188 および 189 が該当する。番
号 186～188〈甲州よっちゃばれ ROCK FESTA パンフレット〉はロックフェスタダンス
セションの名称に「甲州よっちゃばれ」を冠している。当該の企画した組織自体が「甲州
よっちゃばれ連盟」を名乗っている。番号 189・190〈おごっそう家パンフレット〉は方
言名称「おごっそう家」を使う。芦川農産物直売所の企画による。三つ折りのパンフレッ
トで、中を開けるとメッセージとして「うまいじゃん！」「よってけし！」が掲載されてい
る。石和温泉観光協会が作成した番号 191・192〈こぴっと朝めしパンフレット〉も同様
で、方言メッセージ「こぴっと朝めし」を見出す。 

 
山梨市観光協会による番号 193～200〈山梨市観光パンフレット〉にも多様な方言メッ

セージが表裏ともに使われている。例えば、番号 195 の表には「うんと遊んで 温まるじ
ゃん。」とあり、三つ折りの中には「いい湯ずら？ おら～、ホットワインに なっちもう～」
と書かれている。 

次に、ワインの名称として特異な存在を示すのは番号 201～203 である。〈こぴっとワ
イン〉〈はんで呑めしワイン〉〈呑んでくんなってワイン〉など、一般的なワインの名称と
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は別世界と言える。違う年のラベルだが、番号 193
に掲載する方言メッセージ「てっ うまいじゃん 
はんでのめし。」は、この番号 202〈はんで呑め
しワイン〉を取り上げた〈山梨市観光パンフレッ
ト１〉の表面である。 

番号 204～207〈第２弾甲州弁コースター〉は
先に調査した番号 170～175 の改訂版である。企
画作成した山梨県立峡南高校情報ビジネス科より
入手したが、現在のところ販売はしていない非売
品とのこと。オリジナルである番号 170～175〈甲
州弁コースター〉は一枚につき方言素材一つを使
っていたのに対して、第２弾では一つのコースタ
ーに三種類の方言を素材として掲載している。す
なわち、六枚構成だったオリジナルを再編して二
枚のコースターで済むわけであるが、新たに一枚
を加えている。そこにはオリジナルにはない方言
内容が加えられた。次に、その内容を示しておく。 

 
甲州弁 

しわい 
〈意味〉生意気 
【例文】おまんはしわいな 

（おまえはなまいきだな） 
ジャシー 
〈意味〉ジャージ 
【例文】ジャシー忘れた！ 

（ジャージ忘れた） 
こぴッと 
〈意味〉しっかり 
【例文】こぴッとしろし 

（しっかりしなさい） 
 
番号 208～239〈第２弾甲州弁カレンダー〉は番号 038～069 に掲げたカレンダーの第

２弾である。素材とした方言内容には異動があるが、16 枚の両面に日めくり 31 日分を記
す。表紙は〈第２弾 わにわにした 日めくり 甲州弁カレンダー〉となっている。1 日「持
ちに 行ってきて」と始まり、31 日「とびだす子供 とべない老人」で終わる。 

番号 240〈一泊ほうとう〉については、すでに述べている。 
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【山梨方言プロジェクトの調査一覧表】 
 
本研究で調査した結果を一覧表として纏めた。 
表の記号について説明をしておく。 
 

ⓐ列の欄 
●（○） 販売品 
★（☆） 非売品 

＊○と☆は一つの物品の中に複数の方言が使われている場合を示す。 
 

ⓑ列の欄 
◎ 方言名称 
□ 方言素材 
△ 方言メッセージ 
 
ⓒ列の欄 
前 NHK ドラマ『花子とアン』放送前 
中 NHK ドラマ『花子とアン』放送中 
後 NHK ドラマ『花子とアン』放送後 
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４．方言の活用状況 
   

今回の調査によって収集できた物品（以下、グッズとも）をいくつかの要素によって区
分して示すと、「甲州弁活用品目集計表」のようになる。本章末を参照のこと。 

なお、地方語（以下、方言とも）を使用していても、共通語（または標準語）に簡単に
は置き換えられないような固有な要素が強い特異な物品（ほうとう・おざら・甲斐（路）
～・信玄～等々）やネット上の使用例や販売品等については、今回の収集対象からは除外
した。［注１］ 

収集された物品の総数は 53 種であったが、活用方法の違いによって区分すると、１つ
の物品が複数の区分に所属せざるを得ないものが出るため、結果として総数が 58 品目と
なっている。各区分の小計もこれに準じることになる。従って、以下の説明はこれに拠っ
て進めることにする。 

では、確認される状況について、区分ごとに箇条的に説明することとする。 
 
４－１ 品種の違い（販売品・非売品）による活用状況について 
 
１）販売品と非売品の総数 

販売品の総数 38、非売品は 20 と前者が多くなっているが、今回の調査は販売品に中
心を置いて収集したので、この差は必ずしも実態を反映したものではない。 

今後、調査分野を広げたりして丹念に調べれば、後者の数字は増加する可能性がある。
ただ、販売品の総数 38 は当初の予想をかなり上回る結果であった。 

２）販売品と非売品の内容 
販売品は日用品が中心であるが、中にはカルタのような娯楽品もある。因みにトラン

プは販売ルートに乗せていないので、非売品に入れてある。一方、非売品はパンフレッ
トやポスターなどの観光やイベント等の配布物が中心となっている。 

また、販売品を飲食物とそれ以外の物品とに分けると、その割合はほぼ拮抗している。
ただ、飲食物では８割近くが菓子などのいわゆる食べ物で、飲み物は４品（ワイン３品、
缶飲料１品）と少なく、地ビール・地酒、その他特産品を材料にした飲み物類などの収
集はできなかった。物品自体が少ない。 

３）方言グッズの値段 
販売品を方言と経済との関係で見るとどうなるか、という観点がある。［注２］勿論、言

語の価値は皆同じであって、物品の値段で判断できるものではないが、世間の評価や人
気度が、物品の売り上げに影響するとなると、人気が高ければ販売数も多くなり、売り
上げもそれに比例するという関係になるわけである。 

この観点からすると、甲州弁グッズの現時点での総額はおおよそ２万５千円強となる。
地域別（販売元）に見ると、物品数の多い甲府市が約１万円（約 40％)、続いてワイン
を出している山梨市（８千円超、約 33％）、カルタ・カレンダーの北杜市（約４千円、
約 16％）と続く。 



－ 80 －

 81/90 

参考までに、隣の長野県でも約２万円だとのこと。［注３］また、方言価値の高い大阪で
は方言グッズが約 300 点あって、１品平均 500 円としても約 15 万円になろうとの報告
もある。［注４］ 

 
４－２ 活用方法の違い（名称・素材・メッセージ）による活用状況について 
 
１）方言名称（方言ネーミング） 

固有の名称に方言を利用したものをここでは「方言名称」とした。最も積極的な活用
方法と位置付けられる。 

今回の調査で商品名やイベント名や事業所名など合せて 13 例が得られた。 
取り分け販売品は当初の予想では５例程度であったが、予想に反して 10 例という数

字は意外結果であった。その大部分は飲食物（菓子類・弁当・ワイン・缶飲料）である。 
なお、この表には盛り込めなかったが、情報として把握している物品５例を加えると、

少なくとも山梨県には方言名称の物品が 15 例は存在するということになる。しかし、
全国的にはそれほど多い数字とは言えない。［注５］今後に期待したい。 

２）方言素材 
甲州弁の語彙や表現（句・文）を素材としてピックアップし、種々の形で物品中に掲

載したものをここでは「方言素材」として区分した。方言グッズ全体の半分がこの区分
に属していて、特に販売品の世界では主流になっていることがわかる。 

日用品が主で、伝統的なものでは手拭い・扇子・暖簾・団扇、新しいものではカレン
ダー・おしぼり・コースターがある。その他、お菓子の包装紙、分包食品、遊具、文具
などに幅広く活用されている。 

これらは同じ方言仲間（郷土の仲間）だけを意識して作成されたものではなく、甲州
弁を材料にした、県外からのお客さんに対する、一種の山梨アピールと見てよい。たと
えば、甲州弁団扇のネット上での CM の口上の「山梨県をもっと盛り上げたい！県外の
お客さまに、楽しく山梨県を知っていただきたい！そんな思いから生まれたのが甲州弁
グッズ『甲州弁うちわ』です」。といった書き振りにもそれが看守される。ことばは文化、
まさに山梨文化のアピールの場でもある。 

ここでは、掲載方法を番付型・辞書型・個別型・その他という４種のタイプに分けて
みる。 

伝統的な番付型では、〈手拭い〉［020］〈扇子〉［022］〈団扇〉［028］［029］がある。
辞書型としては、五十音順では〈団扇〉［031］〈饅頭包装紙〉［016］〈観光用手提げ袋〉
［176］、順不同なものでは〈菓子包装紙〉［019］が語彙数も多く目に付く。この他に
語彙を少数掲載した〈パンフレット〉［183］などもある。 

次に、個別型は基本的に一品一語（一枚一語・一品一句・一品一文を含む）タイプの
物品で、〈おしぼり〉［001］～［003］〈スタンプ〉［004］～［009］〈塩アラカルト〉［032］
〈カレンダー〉２種［038］［209］〈コースター〉［170］〈シール〉［177］～［179］な
どがこれに該当する。 
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その他では娯楽品としての〈かるた〉や〈トランプ〉がある。これは数や音節に一定
の枠が決められているものである。〈かるた〉は五十音図ではなく、いろは歌に依拠した
ために、第一音節の仮名遣いに若干の無理が生じている（カード数は 48 枚）。〈コース
ター第２弾〉は３語を一枚にまとめて記載し、３枚でワンセットになっているもの。 

なお、全体として、語彙等の選択は製造者側の恣意的な判断によるので、物品によっ
て使用方言はまちまちである。 

３）方言メッセージ 
非売品の〈観光パンフレット〉は勿論のこと、販売品でも「方言名称」ほど積極的で

はないが、購入意欲を掻き立てるような文言（センテンス）を包装パックや包装紙など
に盛り込んであるような物品を「方言メッセージ」として区分した。 

販売品の８品目は全て食品であるが、ここで使用される方言は「方言素材」の場合と
異なり、ほぼ全てが句やセンテンスの形をとる。 

使用方言としては必然的に「働き掛けの表現形式」を用いる。従って、特に文末表現
に甲州弁特有の言い方が繰り返し使われるのが特徴である。 

例えば、〈かくし甲斐路ほうとう１・２〉［010］［011］ではパッケージの中紙に「て
っ!!／ほうとうじゃん／食（く）ってみろし！」「今夜は／ほうとうずら／こぴっと!!／
作ってくりょう！」という文言が色刷りの大きな文字で印刷されている。その他、「食っ
てみろし」［015］、「買って喰うじゃんけ」［240］、「てっ うまいじゃんっ／はんでのめ
し。」［193］などがある。 

「方言名称」では積極的過ぎて抵抗があるというような場合、次善の策としての「方
言メッセージ」の活用が期待されよう。 

 
４－３ 販売等開始時期の違いによる活用状況について 

 
ここでは、物品の販売・流通の開始時期が、NHK 連続 TV 小説「花子とアン」の放送期

間（2014 年 03 月 31 日～2014 年 09 月 27 日）より前か、放送中か、放送後（放送終了
後）かの区分による状況について触れる。 

このＴＶドラマは甲府市出身の翻訳家村岡花子の生涯を描いた番組で、台詞に甲州弁が
頻用された。ドラマとしても高視聴率であって、山梨を訪れた観光客も多く、経済効果も
高かったとされる。 

従って、これらの動きと甲州弁グッズの作成・販売等の動きとの関係（影響関係）はど
うであったかについて観察してみることとしたい。 

集計表からも分かるように、ドラマ放送前の販売・発行数は全体で 28 品目、放送開始
後（放送中＋放送後）の総数は 30 品目でやや多いが、それほどの差ではない。むしろ放
送前の物品数の多さの方に意外性を感じる。ただ、後者（放送開始後）は、調査の分野を
広げていくと今後更に増加する可能性がある。 
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これを販売品に限ってみると、方言素材と方言メッセージの物品が放送中に 18 品目と
放送開始前以上に増加しているのに対し、放送後の新規販売品はたった３品目と逆に大幅
に減っていることが分かる。 

これはＴＶドラマの放送と方言グッズの製造・販売との関係が密接であることを示して
いると考えられる。 

いずれにしても、このドラマの放送によって甲州弁の認知度が高まったわけであるから、
それを地域の発展のためにどう生かしていくかは地域の人々の了見や努力次第と言えるの
ではないか。 

次に、若干の個別語彙についても触れておく。方言名称の事例に「こぴっと」が２品目、
「ててて」が１品目ある。「こぴっと」も「てっ」もドラマの中で頻用され、視聴者にも強
烈な印象を与えた甲州弁であったことからすると、これらはドラマ放送に関連した活用事
例と考えてもよさそうである。 

因みに、ドラマ放送中に活動していた「花子とアン」推進委員会が中心となって行った
甲州弁アンケートの最終結果によると、上位５位は「こぴっと」「てっ」「いいさよお」「ず
ら」「ちょびちょび」の順であった。このうち「こぴっと」「てっ」「ずら」は甲州弁グッズ
の「方言素材」「方言メッセージ」の各種物品の中でも素材としてよく使われており、特に
放送中に出され物品中に多く見られる。 

 
４－４ その他 

 
上記以外で気付いたことを２点述べておきたい。 

１）共通語による説明の有無について 
物品に使用された方言に共通語の訳や説明が施されているかどうかについてである

が、上記の集計表の物品に関しては、甲州弁に何らかの形で共通語による訳や説明が付
いているものは 35 品目ほど確認できる。全体の約６割程度である。 

活用方法別に見ると、「方言素材」では約 86％強と高くなっているが、「方言メッセー
ジ」の品目では逆に半分以下と少ない。 

土産品や観光パンフレット、観光ポスターなどは当然のことながら、県外の観光客な
どの目に触れることになるので、おもてなしの精神からもこうした方面への対応が必要
と考える。 

２）地域差について 
甲州弁グッズの地域的な違いであるが、物品の発信元（企画・製造・販売）について

は、全体として山梨県西部（国中）地域発のものが圧倒的に多くなっている。山梨県東
部（郡内）地域発のものは富士河口湖町のものが７品目（集計表の番号に＊印を付す） 

 確認されただけである。 
ただし、国中発の物品を郡内地域の観光地の土産物店などで見つけることはある。特

に富士五湖地方はいわゆる富士山グッズが優先になっているのが実態である。富士山が
世界遺産になってからはその傾向が著しくなっているように見える。 
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富士五湖周辺には特徴ある方言が多いことから、複眼的思考でまだまだ方言活用の余
地はあるように思われる。 

国中地域内ではどうか。上記の４－１－３）でも述べたように、物品の総額の地域差
はそのまま発信元（企画・製造・販売）の差となる。 

甲府市に次いで物品数の多い山梨市では、市の観光協会が現場との連携の中で観光パ
ンフレットを意欲的に作成していて、近日、５種目のパンフレットが送られてきた。こ
うした方面での温度差などもあるように感じられた。 

 
 
［注］ 
（１）固有な要素が強い特異な物品の扱いについては『経済言語学論考』（井上史雄氏、

明治書院、h23.12）にも同種の記述がある（152 頁）。 
（２）『日本語の値段』（井上史雄、大修館書店、2000 年 10 月）及び［注１］の引用書な

どによる。 
（３）「地域語の経済と社会―方言みやげ・グッズとその周辺―」第 325 回（三省堂ワー

ドワイズ・ウェブ。2015 年 4 月。言語経済学研究会：大橋敦夫氏担当） 
（４）「地域語の経済と社会―方言みやげ・グッズとその周辺―」第 262 回（三省堂ワー

ドワイズ・ウェブ。2013 年 7 月。言語経済学研究会：井上史雄氏担当） 
（５）『経済言語学論考』所収（149 頁）の「方言産業グラフ」（方言グッズの県別集計表）

によると、大阪・京都・東北・九州・沖縄が特に多く、長野・山梨・静岡（なやし方
言地域）は１０例以下となっている。 

 
 
  
＊文章は秋山と二戸が作成しました。
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５．おわりに 
 

今回の調査は何かと予想外のことがあった。まず、物品の総数であるが、50 種を超える
数が収集できたことが挙げられる。 

当初から調査費とスタッフの機動力が非常に心配されたが、現場に出向くだけではなく、
製造元の会社と頻繁に連絡をとることで、協力が得られたり、情報が広がったり、物品を
送ってもらったりしたことが、それらの欠陥を補うことにも繋がったように思われる。 

従って、細部では販売品の総数が 40 種弱、「方言名称」が 10 種もあることが確認でき
たこともコンタクトを密にした成果ではないかと思っている。これも意外なことであった。 

もう一つは、製造元・販売元の会社の社長やスタッフから感謝などの言葉がいくつか寄
せられたことも意外であると同時に励みにもなった。某会社から送られた情報誌には早速
当方とのやり取りの記事が載っていて、その見出しが「悪いじゃんね」とあった。その他、
「背中を押されたようだ。」とか「うれしくなりました。」あるいは「いい方言があった
ら教えてください」など。 

今後は、調査領域を広げて、この方面での状況把握をより詳細にしていくことが課題で
あると同時に、それで終わるのではなく、ささやかながらも地域の活性化につながるよう
な有効な発信ができればと願っている。 
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付．方言プロジェクト講演会内容（配布資料より） 
 

語る方言から見せる方言へ 

～地域語の有効活用を考える～ 
 

2015.10.18 
上田女子短期大学／総合文化学科 

大橋 敦夫 
 
１．「方言」とは………………… 2 
２．おもしろ方言学の系譜………3 
３．地域語の有効活用の細目……4 
（日高貢一郎「方言の有効活用」小林隆・篠崎 晃一・大西拓一郎編『方言の現在』明治書院 1996.3） 

４．言語経済学研究会の分類……5 
５．長野県内の具体例……………6 
６．おもしろ方言学のすすめ……7 
 
３．地域語の有効活用の細目 
 
Ⅰ．方言そのものの商品化 

１．	 観光みやげ品など……方言番付，方言のれん，方言手拭い，方言絵はがき，方言
湯呑み，提灯，キーホルダー，状差し，財布，貯金箱，通行手形，…… 

２．	 方言番付 
３．	 方言手拭い 
４．	 方言絵はがき 
５．	 方言ネクタイ 
６．	 テレホンカード 
７．	 看板・掲示など 
８．	 ポスター・横断幕など 

 
Ⅱ．方言によるネーミング 

９．	 駅弁 
１０．お菓子 
１１．日本酒・焼酎・ワインなど 
１２．地域限定ビール 
１３．インスタントラーメン 
１４．会社名・団体名など 
１５．ミニ独立国 



－ 88 －

 89/90 

１６．催し物・イベント・祭など 
１７．記念碑 
１８．キャッチフレーズ 
１９．情報紙・ガイド本・単行本など 
２０．パソコンのソフト 

 
Ⅲ．その他、方言の活用に関する事例 
 ２１．方言弁論大会など 
 ２２．歌謡曲・フォーク・民謡など 
 ２３．ラップ「DA・YO・NE」など 
 ２４．漫画 
 ２５．小説 
 ２６．方言詩 
 ２７．しゃれことば・ことば遊び 
 ２８．方言への翻訳 
 ２９．テレビドラマ・演劇・漫才・落語など 
 ３０．コマーシャル 
 ３１．方言ニュース 
 ３２．新聞の見出し・記事 
 ３３．看護学校の講義題目 
 ３４．医学方言集 
 ３５．カーナビゲーション 
  
４．言語経済学研究会の分類（三省堂 HP「地域語の経済と社会」） 
 

①方言みやげ・グッズ 
②方言ネーミング 

言語の商業的利用  ③方言メッセージ 
④方言パフォーマンス 
⑤方言キャラクター 

 
非営利的拡張活用  ⑥方言看板・ポスター 

 
５．長野県内の具体例 
 
 Ⅰ－２：上田弁（『東信ジャーナル』） 

－３：北信濃方言，佐久方言 
  －４：上田女子短期大学国語研究倶楽部謹製 
  －５：「ぬっくたい」（信州新町） 
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  －７：「恋人捨てても、空き缶べちゃるな！」（上田） 
  －８：「信州へ行かず。信州そば、食わず」（長野県企画課） 
 
 Ⅱ－10：「こずく饅頭」（長野市） 
  －11：「いいずら」（日本酒・大町市） 
  －12：「O・RA・HO ビール」（東御市） 
  －14：「ずくだせ農場」（上田市） 
  －18：「ずくだし、知恵だし、おもてなし」（長野県） 
  －19：「500 円でなっちょ！」（グルメガイド本） 
 
 Ⅲ－21：「信州弁サミット」「信州方言フェスタ」 

（上田女子短期大学 総合文化研究所・大会） 
  －22：「水くれ当番」（須坂市） 
  －25：（宇都宮貞子氏の随筆） 
  －27：「せった せったせうけど、せったせば、せわねせうし、せわねせば、 

せったせうし、せったかせわねか、せってみろ」 
  －29：「ズクたん」（『信濃毎日新聞』連載の４コマ漫画） 
  －32：「せっておくらい」（『長野市民新聞』の投書コーナー） 
  －34：飯田女子短大看護科・佐久大学信州短期大学部 
 
 ４－⑤：「六文戦士 ウェイダー」（上田市） 
 
６．おもしろ方言学のすすめ 

（大橋敦夫「おもしろ方言学」『文化の諸相』上田女子短期大学 2006.7） 
 

01．気候と方言 
02．東西対立 
03．気づかれにくい方言 
04．誤解された方言 
05．共通語に入った方言 
06．方言をめぐる慣用句 
07．早口ことば 
08．方言イベント 
09．方言みやげ 
10．方言グッズ 
11．地名の方言 

12．民話の方言 
13．古典の方言 
14．藩領と方言 
15．移住と方言 
16．外来語と方言 
17．語源をさぐる 
18．民衆語源（当事者語源） 
19．混交と複合 
20．ガ行鼻濁音 
21．F 音 
22．謎の方言 
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